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【東京シンポジウム】100年後サミット: 福島県の小さな町で起こりつつあるアート

2013

311後の未来に、私たちは何を残そうとしているのか。今ある政治や利権にとらわれない思考や思想を
どのように身につけてようとしているのか。土湯温泉町観光協会の青年部が主催する「土湯アラフド
アートアニュアル 2013」を媒介に、芸術的パフォーマンスと社会学的記録がなしうることを模索する。

北田 暁大 東京大学 大学院 情報学環 准教授
 広告などを対象として日本のメディアの現在を分析している。専門は理論社会学・メディア史。

藤田 直哉 SF・文芸評論家
 SF・文芸評論家１月に、初の書き下ろし単著『虚構内存在　筒井康隆と〈新しい《生》の次元〉』（作品社）刊行。

藤井 光 美術家・映画監督
 パリ第 8 大学美学・芸術第三博士課程 DEA 卒。被災地で映像撮影、ドキュメンタリー「プロジェクト FUKUSHIMA」等。

鉾井 喬 芸術家
 東京藝術大学大学院美術研究科デザイン専攻修了後、福島県のＮＨＫカメラマンとして仙台平野を襲う津波を空撮。

井上 文雄 CAMP
 アーティストやキュレーター、批評家、研究者、学生などと関わりながら、トークイベントや展覧会、パーティーなど開催。

ユミソン 土湯アラフドアートアニュアル 2013 総合ディレクター・芸術家
 ふにゃこふにゃお。インスタレーションや言葉を使った作品を制作。本シンポジウムでは司会を務める。

料　金：無料 ＊本シンポジウムでは千円からの寄付を募り、芸術祭へ寄付予定
日　時：2013 年 8 月 31 日（土）会場 17:30  開演 18:00 ／主　催：北田研究室
会　場：東京大学 情報学環・福武ホール ラーニングスタジオ（〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1）


